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研究成果の概要（和文）：近年、世界各国の臨床栄養関連学会が共同参画することで初めて世界規模での低栄養
診断基準であるGLIM基準が発表された。我々は、地域在住高齢者の大腿前面筋の超音波画像解析により骨格筋の
質を評価し、GLIM基準との関係性を検証した。結果、GLIM基準により定義される低栄養者のみではなく非低栄養
者においても一定の割合で筋質の低下している者が存在することが示された。今後は、筋質が各種のアウトカム
に対してGLIM基準と独立した影響力を有するかどうかについてのさらなる検討が必要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate the relationship between nutritional status 
defined by the Global Leadership Initiative on Malnutrition (GLIM) Criteria and skeletal muscle 
quality assessed using ultrasonography. Our results indicate that not only malnourished individuals 
defined by the GLIM criteria, but also well-nourished individuals have reduced muscle quality, 
indicating the importance of assessing both GLIM and muscle quality for interpreting malnutrition.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの栄養に関する研究では、主に骨格筋量や筋力に焦点が当てられることが多かった。しかし、最近では
加齢に伴う骨格筋の変化として筋量や筋力の他に筋質を評価することの重要性が認識されてきている。その中
で、本研究ではGLIM基準による低栄養評価には筋質の要素を十分反映できていない可能性を示した。骨格筋の質
的な変化は能力障害や転倒、死亡などのアウトカムに筋量や筋力とは独立した影響力を有することが知られてい
ることから、本研究の結果はGLIM基準により判定される低栄養の解釈の一助となると共に、低栄養判定に筋質と
いう評価軸を追加する意義を示唆するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 低栄養の概念や診断基準については明確な定義がなされてこなかったが、近年、世界各国の臨
床栄養関連学会が共同参画することで初めての世界規模での低栄養診断基準である GLIM 基準
が発表された。しかしながら、この基準の臨床的有用性の検証はまだ不十分であり、とりわけ高
齢者の生活の質や生命予後に大きな影響力を持つ骨格筋機能特性との関係性を認識するための
エビデンスの創出は喫緊の課題と考えられた。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、GLIM 基準により定義される低栄養と骨格筋の質の関係性を検証すること
である。 
 
 
３．研究の方法 
 地域在住高齢者 206 名を対象とし、GLIM 基準による低栄養診断を実施した。この際、GLIM の
原著に従い表現型基準（phenotypic criteria）３項目［意図しない体重減少、低 BMI、筋肉量減
少］と病因基準（etiologic criteria）2 項目［食事摂取量減少/消化吸収能低下、疾患による負
荷/炎症反応］の両基準からそれぞれ 1つ以上の項目が該当する場合を低栄養と定義した。なお、
原著においてアジア人に対するカットオフ値の定められていない「筋肉量減少」の判定基準につ
いては、Asian Working Group for Sarcopenia（AWGS）のサルコペニア診断基準におけるバイオ
インピーダンス法（BIA）を用いた基準値である骨格筋量指数（SMI）男性 7.0kg/㎡未満、女性
5.7kg/㎡未満を採用した。加えて、それぞれの対象者の大腿前面筋に対して超音波診断装置によ
る骨格筋評価を施行し、超音波画像解析より筋輝度を算出した上で大腿四頭筋（大腿直筋および
中間広筋の平均値）における第 1四分位以上を低筋質と操作的に定義した。 
 
 
４．研究成果 
 206 名の対象者の内、82 名(39.8%)が表現型基準 1 項目以上、46 名(22.3%)が病因基準 1 項目
以上に該当し、20 名(9.7%)が GLIM 基準による低栄養と判定された（図 1）。更に筋質について着
目した場合、GLIM 基準による低栄養と判定された 20 名中 9名(45.0%)、表現型基準 1 項目以上
該当者 82 名中 30 名(36.6%)および病因基準 1 項目以上該当者 46 名中 16 名(34.8%)が低筋質と
判定された。これらの結果より、GLIM 基準による低栄養評価には筋質の要素を十分反映できて
いない可能性が示唆された。 
 近年、加齢に伴う骨格筋の変化として筋量や筋力の他に筋質の変化を評価することの重要性
が認識されてきている。骨格筋の質的な変化は、骨格筋内もしくは筋間脂肪の増加や筋線維サイ
ズ減少、筋の線維化などによって引き起こされると考えられており、能力障害や転倒、死亡など
のアウトカムに筋量や筋力とは独立した影響力を有することが知られている。今後は、筋質が各
種のアウトカムに対して GLIM 基準と独立した影響力を有するかどうかについて更なる検討が求
められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Age (years) 73.9 ± 7.5
Sex (male, %)
Height (cm) 153.9 ± 8.8
Weight (kg) 57.2 ± 11.7

BMI (kg/m2) 23.9 ± 4.4

SMI (kg/m2) 6.4 ± 1.0
GLIM criteria
    Phenotypic criteria
        Weight loss (%)
        Low BMI (%)
        Reduced muscle mass (%)
        ≥ 1 phenotypic criterion (%)
    Etiologic criteria
        Reduced food intake/assimilation (%)
        Disease burden/inflammation (%)
        ≥ 1 etiologic criterion (%)
    Malnutrition (%)
Muscle quality
    RF echo intensity 83.5 ± 14.1
    VI echo intensity 54.6 ± 17.8
    QF echo intensity 69.1 ± 14.4

20.4
22.3
9.7

BMI, body mass index; GLIM, global leadership initiative on malnutrition; 
QF, quadriceps femoris muscle; RF, rectus femoris muscle; SMI, skeletal 
muscle mass index; VI, vastus intermedius muscle.

23.8

12.6
13.6
27.2
39.8

2.4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. GLIM 基準による低栄養およびエコー評価による低筋質の該当者数 

表 1. 基本属性 

≥ 1 phenotypic criterion ≥ 1 etiologic criterion

Low muscle quality

Malnutrition defined by
the GLIM criteria

9

11

21

14

41

7

19
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